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第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
　26

日
か
ら
３
月
　
日
ま
で
の
　
日

26

29

間
で
開
催
さ
れ
、
市
長
と
教
育

長
か
ら
執
行
方
針
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計

22

予
算
な
ど
議
案
　
件
が
審
議
さ

７３

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
お
よ
び
所
管

委
員
会
で
付
託
審
査
を
行
う
な

ど
し
て
、
平
成
　
年
度
函
館
市

22

港
湾
事
業
特
別
会
計
予
算
な
ど

　
件
を
満
場
一
致
で
、
平
成
　

68

22

年
度
函
館
市
一
般
会
計
予
算
や

函
館
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
５
件
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
例
会
初
日
に
「
函

館
市
と
高
陽
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
に
関
す
る
決
議
」
を
満
場

一
致
で
可
決
し
た
ほ
か
、「
介

護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤

整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
ほ
か

　
件
の
意
見
書
案
を
可
決
し
、

11「
国
会
法
『
改
正
』
に
関
す
る

意
見
書
」
な
ど
７
件
を
否
決
し

ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会

運
営
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
も

継
続
し
て
審
査
お
よ
び
調
査
を

行
い
ま
す
。

雇
用
対
策
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
多
数
の
質
問

議
員
定
数
条
例
の
改
正
案
を
可
決
。
次
回
選
挙
は
定
数
　
人
30

▼
平
成
　
年
度
一
般
会
計
（
補
正
後
）

２１

 榎
榎
榎
榎
 
１
２
７
７
億
３
９
５
５
万
円

［
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
事
業
費
６
億
３
１
２
５
万
円
や
事
業

費
整
理
△
２
億
６
４
１
０
万
円
を
含
む

　
億
４
１
３
２
万
円
の
減
額
補
正
］

１８
▼
平
成
　
年
度
一
般
会
計

２２

 榎
榎
榎
榎
 
１
２
７
５
億
７
０
０
０
万
円

［
学
校
高
速
通
信
設
備
整
備
事
業
費（
東

部
４
支
所
管
内
中
学
校
）８
４
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

３
１
０
０
万
円
、
新
規
高
卒
者
等
雇
用

奨
励
補
助
金
４
８
０
０
万
円
な
ど
］

▼
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
の
公
の
施
設
の

使
用
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

［
社
会
教
育
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
　
施
設
に
お
い
て
、市
内
居
住
ま

２６

た
は
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
小
・
中

学
生
の
個
人
利
用
に
つ
い
て
無
料
と
す

る
］

▼
函
館
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制

定［
現
行
の
振
興
条
例
を
廃
止
し
、新
た
に

中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
の
基
本
理
念

を
定
め
、地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
も

の
］

▼
函
館
市
地
球
温
暖
化
対
策
基
金
条
例
の

制
定

［
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
に

取
り
組
み
、地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資

す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
］

第
 １
 回
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案


